学　則　作　成　例

学則の記載事項については学校教育法施行規則第４条参照

各　種　学　校　○　○　学　則

第１章　総則

（目的）

第１条　本校は、学校教育法に基づき・・・・・・・・・・を目的とする。

（名称）

第２条　本校は、○○学校という。

（位置）

第３条　本校の位置を○○市○○町○○番地に置く。

（自己点検・評価）

第４条　本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的および社会的使命を達成するため、本校における教育活動等の状況について自ら点検および評価を行うものとする。

２　前項の点検および評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。

第２章　課程の組織、収容定員、修業年限、休業日数等

（課程の組織、収容定員、修業年限等）

第５条　本校の課程の組織、収容定員、修業年限等は、次のとおりとする。

	課　　程
	科
	昼、夜の別
	修業年限
	収容定員
	備　　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（学年および学期）

第６条　本校の入学期は、毎年○月とする。

２　本校の学期は、次のとおりとする。

○○課程　　（科）

第１学期　　○月○日から○月○日まで

第２学期　　○月○日から○月○日まで

第３学期　　○月○日から○月○日まで

○○課程　　（科）

前　　期　　○月○日から○月○日まで

後　　期　　○月○日から○月○日まで

○○課程　　（科）

○月○日から○月○日まで
　（休業日）

第７条　本校の休業日は、次のとおりとする。

（１）土 曜 日

（２）日 曜 日
（３）国民の祝日に関する法律に規定する日

（４）夏季休業　　○月○日から○月○日まで

（５）冬季休業　　○月○日から翌年○月○日まで

（６）春季休業　　○月○日から○月○日まで

（７）開校記念日　　○月○日

２　教育上必要があり、かつ、やむを得ない事情があるときは、前項にかかわらず休業日に授業を行うことがある。

３　非常変災その他急迫の事情があるとき、または教育の実施上特別の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。

第３章　教育課程、授業時数および教職員組織

（教育課程および授業時数）

第８条　本校の教育課程および授業時数は、別表のとおりとする。

（授業の終始期）

第９条　本校の始業および終業の時刻は、次のとおりとする。

（１）○○課程は、○時から○時までとする。

（２）○○課程は、○時から○時までとする。

（教職員組織）

第10条　本校に次の教職員を置く。

（１）校　　長　　１名

（２）教　　員　　○名以上
（３）講　　師　　○名

（４）事務職員　　○名

（５）校　　医　　○名

２　校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。

第４章　入学、休学、退学、卒業および賞罰

（入学資格）

第11条　本校の入学資格は、次のとおりとする。

○○課程○○科は・・・・・・・・・・・・

○○課程○○科は・・・・・・・・・・・・
　（入学許可）

第12条　入学は、校長がこれを許可する。

（出願手続き）

第13条　入学を希望する者は、入学願書に入学検定料を添えて願い出なければならない。

（入学手続き）

第14条　入学を許可された者は、許可のあった日から○日以内に必要書類に入学金を添えて入学の手続きをしなければならない。

（休学・退学）

第15条　休学または退学しようとする者は、その理由を記し、校長の許可を受けなければならない。

（卒業）

第16条　本校所定の課程を修了した者には卒業証書を授与する。

（ほう賞）

第17条　成績優秀にして他の模範となる者は、ほう賞することがある。

（懲戒）

第18条　次の各号のいずれかに該当する者は、退学を命ずることがある。

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（２）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

（３）正当の理由がなくて出席常でない者

（４）学校の秩序を乱しその他生徒としての本分に反した者

第５章　授業料、入学金および入学検定料

（授業料、入学金および入学検定料）

第19条　本校の授業料、入学金等は、次のとおりとする。

	区分
	課　　　　　程
	科
	昼
	夜

	授　業　料
	
	
	月額　　　　　円
	月額　　　　　円

	
	
	
	円
	円

	
	
	
	円
	円

	入　学　料
	
	
	円
	円

	
	
	
	円
	円

	
	
	
	円
	円

	入学検定料
	
	
	円
	円

	
	
	
	円
	円

	
	
	
	円
	円


２　授業料は、出席の有無にかかわらず毎月○日までにその月分を納入しなければならない。

また、特別な事由のある場合は別に定めるところにより、授業料の全部または一部を減免することがある。

（滞納）

第20条　正当な理由がなく、かつ、所定の手続きを行わずに授業料を○月以上滞納し、その後においても納入の見込みがないときは退学を命ずることがある。

（納入金の還付）

第21条　既に納入した納付金等は、原則として返還しない。ただし、入学前に入学

辞退の意思表示をした場合は、入学金を除き授業料等は返還する。
第６章　雑則

（雑則）

第22条　この学則の施行に関し、必要な事項は、校長が別に定める。

附　　則

この学則は、○○年○○月○○日から施行する。ただし、入学金および入学検定料については○年○月○日から施行する。

（注）附則は、学則改正の都度記載すること。

（例）　附　　則

１　この学則（の（一部）改正）は、○○年○○月○○日から施行する。

２　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

附　　則

この学則（の（一部）改正）は、○○年○○月○○日から施行する。

別表

	○○課程○○科（昼夜）
	○○課程○○科（昼夜）

	科　　目
	必選

の別
	年間授業

時 間 数
	週 授 業
時 間 数
	科　　目
	必選

の別
	年間授業

時 間 数
	週 授 業
時 間 数

	
	
	時間
	時間
	
	
	時間
	時間

	
	
	時間
	時間
	
	
	時間
	時間

	
	
	時間
	時間
	
	
	時間
	時間

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	時間
	時間
	
	
	時間
	時間


